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第 1章 計画策定の基本的事項 

１ 背景と趣旨 
適切な管理がなされない空き家等が、安全や衛生、防犯、防火などあらゆる場面で、周辺の

住民に対し悪影響を及ぼしていることが全国的な大きな社会問題となり、2015 年（平成 27年）

５月に「空家等対策の推進に関する特別措置法（平成 26 年法律第 127 号。以下「空家法」と

いう。）」が全面施行されました。 

空家法では、所有者等自らの責任による適切な管理を前提としつつも、住民に最も身近な行

政主体であり、空き家等の状況を把握することが可能な立場にある市町村を空き家等に関する

対策の実施主体として位置づけており、本市においても、空き家等に関する対策を総合的かつ

計画的に実施するため、2016年（平成 28年）２月に「春日井市空き家等対策計画（2016～2020

年度）」を策定し、「相談体制の構築」、「放置空き家等対策」、「流通促進」などの各種施

策を展開してきました。 

今後、人口減少が進行していく一方、高齢者人口は増加することが見込まれる中、空き家等

の増加とともに、空き家等に関する問題の更なる肥大化が予想されます。 

また、マンションについては、2020年（令和２年）６月に「マンションの管理の適正化の推

進に関する法律（平成 12 年法律第 149号。以下「マンション管理適正化法」という。）」が改

正され、ひとたび管理不全化し、特定空家等に該当することとなると、その建物規模から周辺

に及ぼす悪影響も大きいことから、マンションの適正管理が求められます。 

こうしたことから、空き家等対策の推進を図る取組みは、今後も本市の重要施策であり、こ

れまでの空き家等対策の取組みを検証し、総合的かつ計画的に空き家等対策をより一層推進す

るため「第２次春日井市空き家等対策計画（以下「本計画」という。）」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

住環境への悪影響
倒壊、工作物の材料等の飛散による被害
害虫や害獣の繁殖
不法投棄
悪臭の発生
景観の悪化

地域コミュニティへの悪影響
組織の担い手が不足、活動内容の縮小
共助機能の低下、防犯・防災力の減少
不審者、不審火の発生などの治安悪化

地域の魅力への悪影響
空き家の増加による地域の魅力の低下
資産価値の低下
店舗、病院など生活支援サービスの縮小
新たな居住希望者の減少
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